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第２回定例会で決まったこと

承
認
第
２
号

▽
専
決
処
分
第
２
号
（
城
里
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
）

承
認
第
３
号

▽
専
決
処
分
第
３
号
（
城
里
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
新
基
準
原
付
バ
イ
ク
に
係

る
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
税

率
を
年
額
２
千
円
に
改
正
す

る
も
の
）

議
案
第
32
号

▽
城
里
町
職
員
の
勤
務
時
間
，

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両

立
で
き
る
よ
う
、
育
児
期
の

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
措
置
等
を
規
定
す
る

も
の
）

議
案
第
33
号

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
投

票
所
及
び
開
票
所
の
管
理
者

等
の
報
酬
額
に
つ
い
て
見
直

す
も
の
）

議
案
第
34
号

▽
城
里
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
得
税
の
諸
控
除
の
見
直

し
、
特
定
親
族
特
別
控
除
の

創
設
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課

税
標
準
の
特
例
等
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
）

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
10
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
承
認

２
件
・
条
例
改
正
等
４
件
・
工
事
変
更
請
負
契
約
１
件
・
補
正
予
算
１
件
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
発
議
２

件
の
う
ち
、
発
議
第
６
号
「
城
里
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
」
に
つ
い
て
は

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
８
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第２回
定例会

専
決
処
分

条
例
改
正
等

承
　
認

可
　
決

議
案
第
35
号

▽
城
里
町
認
定
こ
ど
も
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
な
な
か
い
こ
ど
も
園
の
新

築
に
伴
い
、
施
設
の
位
置
を

小
勝
１
４
０
０
番
地
に
改
正

す
る
も
の
）

議
案
第
36
号

▽
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
の
目
的

令
和
６
年
度
道
の
駅
か
つ
ら

移
転
事
業
造
成
工
事

変
更
に
よ
る
増
額

２
３
１
万
円

契
約
の
金
額

１
億
８
，
１
６
１
万
円

契
約
の
相
手
方

城
里
町
粟
３
３
９
番
地
の
２

桐
原
・
金
長
特
定
建
設
工
事

協
同
企
業
体

議
案
第
37
号

▽
令
和
７
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

５
，
０
４
０
万
６
千
円

予
算
総
額

１
３
３
億
３
，
９
４
０
万
６
千
円

主
な
事
業

・
本
庁
舎
施
設
管
理
修
繕
事
業

・
消
防
団
員
退
職
報
償
金

・
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

事
業

・
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
事

業
・
水
戸
桜
ノ
牧
高
校
常
北
校
後

援
会
補
助

契
約
の
締
結

可
　
決

補
正
予
算

可
　
決
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発
議
第
６
号

▽
城
里
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧

告
決
議

（
上
遠
野
修
町
長
の
不
適
切

な
言
動
と
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
よ
り
、
町
政
の
信

頼
が
損
な
わ
れ
た
た
め
、
辞

職
を
勧
告
す
る
も
の
）

発
　
議

可
　
決

否
　
決

発
議
第
５
号

▽
城
里
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
規
則
を
見
直
し
管
理
職
手

当
の
不
公
平
を
是
正
す
る
決

議（
城
里
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
規
則
を
見
直
し
管
理
職

手
当
の
不
公
平
を
見
直
し
労

働
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
提
言
し
、決
議
す
る
も
の
）

　

配
置
課
局
の
違
い
で
管

理
職
手
当
に
差
が
あ
り
、

特
に
会
計
課
長
は
他
の
課

長
よ
り
も
給
料
表
の
区
分

が
低
い
こ
と
か
ら
、
職
場

内
で
の
不
安
や
不
信
を
招

く
要
因
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
議
員
発
議
に
よ

り
決
議
し
ま
し
た
。

　

本
議
案
に
賛
成
の
立
場
で

討
論
い
た
し
ま
す
。
会
計
課

長
は
町
の
財
政
を
担
う
重
要

な
職
で
あ
り
、
法
的
に
も
責

任
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

課
長
と
比
べ
て
管
理
職
手
当

が
著
し
く
低
く
、
不
公
平
な

状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

格
差
は
、
職
員
の
士
気
を
損

な
い
、
人
事
配
置
へ
の
不
安

感
を
生
む
恐
れ
も
あ
り
、
組

織
の
健
全
性
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
適
正
な
評

価
と
公
正
な
制
度
運
用
は
、

健
全
な
町
政
運
営
に
不
可
欠

で
あ
る
。
議
会
と
し
て
責
任

あ
る
判
断
を
示
し
、
本
議
案

の
可
決
を
強
く
求
め
る
。

加
藤
木　

直　

議
員

発
議
第
５
号
に
対
す
る

賛 

成 

討 

論

※
発
議
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

城里町議会の本会議を見てみませんか城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データを
YouTube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック⇒　　　　　　　　　　をクリック議会事務局 議会録画映像

をクリック⇒　　　　　　　　　　をクリック議会事務局 議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

傍聴者報告
第２回定例会

令和７年６月３日～10日

合計68人
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発議第５号 城里町職員の給与に関する規則を見直し
管理職手当の不公平を是正する決議 可決

提出者　藤咲芙美子　　賛同者　小圷　　孝　　阿久津則男　　関　誠一郎

　　　　　　　　　　　　　　　猿田　正純　　加藤木　直　　桜井　和子　　金長　秀範

　令和２年第４回定例会において、城里町職員に支給される管理職手当に課ごとの配置により大
きな差があることが明らかとなり、当議会ではその不公平性を是正するよう決議を行いました。

　しかしながら、その後においても当該手当の運用に大きな改善は見られず、現在も一部の課長
職に対して低い手当が支給されている現状があります。町職員が公務員としての誇りを持ち、住
民福祉の向上に寄与するためには、待遇の公平性が大前提であると我々は考えます。

　町長は、過去にこの問題に関して「執行部の裁量であり、議会が口出しすべきでない」との趣
旨の見解を示したとされますが、行政の公平性と職員の士気に関わる問題であり、議会として看
過できるものではありません。

　管理職手当は、その職務の責任と負担に対して支給されるものであり、配置された課によって
差を設けるべきものではありません。現行の手当運用は、町長の主観による不透明な格差を生じ
させており、職場内に不安と不信を招いている要因と考えます。

　ついては、以下の内容に基づき、管理職手当の見直しと公平性の確保を町に強く求めるものと
して、ここに決議します。

記

１．管理職手当の公平な支給は、町職員が住民福祉の向上に寄与するための大前提となるもので
ある。

２．管理職である課長は一律に責任が課せられている以上、課によって月額３万円もの格差があ
ることは看過できない。

３．職員の士気低下や住民サービスへの悪影響を防ぐためにも公平な手当体系への早急な是正を
求める。

補
足
説
明

　令和２年第４回定例会においても同様の発議が提出され、賛成多数により可決され

ましたが、現在に至るまで管理職手当の不公平が是正されなかったため、再度発議が

提出されました。
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発議第６号 城里町長に対する辞職勧告決議 否決
提出者　関　誠一郎　　賛同者　小圷　　孝　　藤咲芙美子　　猿田　正純

　　　　　　　　　　　　　　　加藤木　直

　平成26年上遠野修氏が町長就任し、11年が過ぎようとしているが、就任当時から職員に対し
パワハラによる異動があり、この異常とも思える行動により、職員の心疾患が増え始まり、その
行動が年を増す毎に甚だしくなりました。
　今回の辞職勧告について、前職員、現職員、議員に話しを伺い実態の一部を公表します。

・Ａ職員の仕事が遅れているとＡにはもう頼まないＢに仕事をするよう指示、Ａの評価を下げる
・議員に委員会等で情報を漏らすと後日異動（私は２名確認）
・自分と合わない委員がいると次回からその委員を外すよう指示
・町長の言うことを聞かない職員はすぐに異動。一例として当時の財務課長が桂支所に、産業振

興課長が給食センターと山桜へ、建設課長が七会公民館へと執行部の職員を本庁以外の部署へ
の異動

・女子職員に対し、ちゃん付けで話しかけ、おとなしい職員であれば出張一緒に行きたいななど
・以前藤咲議員の一般質問にあった女子職員に対するセクハラ疑惑
・今回の議会で公の場で教育長の人権を無視するパワハラ発言、翌日議長に謝罪を求められ拒否、

教育長の人格まで無視する発言は許せない。後に謝罪をしたが反省がみられない
・コロナワクチン接種についても、町長、副町長、教育長の三人が町民、議会に内緒で接種。そ

のうち副町長に対し、あなた副町長を辞めて議員になれとの発言又、教育長に対して早期の退
職を求め体調不良にしてしまう

・桂中の制服について生徒達が決めた事をいかにも町長が関与してアンケートを取ったかのよう
な内容を広報紙に載せている。桂中、教育委員会が全て周知していない事が判明。行政は教育
のあり方に口出ししてはならない

・聖明園の漏水問題で条例を改正して、漏水の水道料金を無償化する事を勝手に改正しようとし
たが、議会が反対

・石塚小とおひさま学童保育の中間に町長要望で道路新設、ここは住民の反対運動が起きていた
・ホロルの入湯税脱税問題を提起し理事長の謝罪を求めたが無視

　まだまだ前職員、現職員、議員から寄せられた事案はありますが、今回これを提出した大きな
理由は３つ有り１つ目は、

①　昨年からの議会案件の入札について全て町内業者排除であります。過日も言いましたが、
町の災害発生時において今まで町内業者にお願いし復興してまいりました。共存共栄の原点
に戻り再構築すべきであります。

②　道の駅新築工事に於いて造成工事が完了しているにも関わらず未だに竣工検査が行われ
ず、業者に対して支払いも完了していない。今回の造成工事の変更契約についてもやっと今
日の議題になりました。これは最後の金銭問題で町長は業者に１銭の支払いを拒んだ為であ
る。室長はそれが原因で体調不良のため未だに役場に来られない状態であります。

③　５月30日、全協前に町長が全議員を前に、このたびの落札業者はＯ工務店に決まりました、
後日行われる臨時議会の時は宜しくとの事、この入札は予定価格を下回り業者決定ではない。
又町民に対しても公言、これは秘密事項であり公言は出来ない。

　以上、主たる事は申し上げました。

　このような事が続いて行けば職員に対するパワハラは益々増えて職員の犠牲者は増えるでしょ
う。このようなことを無くすために町長に辞職していただき健全な城里町になるよう願うばかり
です。
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落
札
価
格
が
予
定
価
格
を

下
回
っ
た
金
額
で
入
札
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
１
円
入
札

が
あ
っ
た
時
、
ど
こ
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
理
由
で
、
こ

の
様
な
入
札
は
廃
止
さ
れ

た
。
国
が
こ
の
様
な
手
法
を

推
奨
し
て
い
る
と
言
う
が
、

私
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　

町
長
が
町
の
要
綱
を
勝
手

に
変
更
す
れ
ば
何
で
も
出
来

て
し
ま
う
の
か
。
メ
ン
テ
の

緊
急
対
応
策
に
も
不
安
が
残

る
。
こ
れ
ま
で
１
億
を
超
え

る
入
札
は
、
町
内
企
業
の
育

成
を
含
め
JV
（
共
同
企
業

体
）
を
組
ん
で
き
た
が
、
な

ぜ
共
同
企
業
体
を
組
ま
な
い

の
か
。
強
引
な
手
法
で
の
行

政
は
や
め
て
欲
し
い
。

猿
田　

正
純　

議
員

議
案
第
30
号
に
対
す
る

反 

対 

討 

論

議
案
第
30
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度　

ホ
ロ
ル
の
湯

大
規
模
改
修
工
事
（
空
調
設

備
改
修
及
び
屋
上
防
水
改
修
）

契
約
の
金
額

２
億
３
７
２
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
酒
門
町
４
８
１
４
番

地
の
１

株
式
会
社
新
栄
設
備
工
業

議
案
第
31
号

▽
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度
城
里
町
立
中
学

校
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

機
器
等
購
入
（
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
４
１
６
台
）

契
約
の
金
額

１
，
９
７
１
万
７
，
９
８
４
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
元
吉
田
町
１
０
７
４

番
地
の
１

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
本

部　

茨
城
支
社

第
３
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
３
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
３
回
臨
時
会
が
５
月
15
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
及
び
物
品
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
の
締
結

可
　
決

可
　
決

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
４
回
臨
時
会
が
６
月
17
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
及
び
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
議
案
第
38
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
38
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度　

道
の
駅
か
つ

ら
移
転
事
業
建
築
工
事

契
約
の
金
額１

６
億
７
９
８
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
け
や
き
台
３
丁
目
62

番
地
１株

式
会
社
大
貫
工
務
店

議
案
第
39
号

▽
令
和
７
年
城
里
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

追
加
補
正
額

８
１
，
７
２
万
７
千
円

予
算
総
額

１
３
４
億
２
，
１
１
３
万
３
千
円

主
な
事
業

・
元
気
ア
ッ
プ
振
興
券
事
業

（
第
８
弾
）

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

契
約
の
締
結

補
正
予
算

否
　
決

可
　
決
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第３回・第４回臨時会で決まったこと

４名の反対討論がありました。
議案第38号

▽工事請負契約の締結について

　

道
の
駅
か
つ
ら
の
移
転
建
設

事
業
に
は
賛
同
す
る
が
、
現
行

計
画
で
は
地
域
資
源
や
生
産
者

の
視
点
が
軽
視
さ
れ
て
お
り
、

「
建
て
る
こ
と
」
ば
か
り
が
先
行

し
て
い
る
。
赤
ネ
ギ
（
レ
ッ
ド

ポ
ア
ロ
ー
）
や
七
会
米
と
い
っ

た
町
自
慢
の
特
産
品
を
活
か
し

た
販
売
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
。

　

ま
た
、
搬
入
導
線
や
駐
車
場

の
不
足
、
高
齢
者
の
利
便
性
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
運
営
体
制

や
人
材
育
成
、
具
体
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
計
画
は
白
紙
同
然

だ
。
成
功
す
る
道
の
駅
に
必
要

な
の
は
、「
見
た
目
」
で
は
な
く
、

地
域
と
共
に
育
て
る
中
身
の
充

実
だ
。

　

よ
っ
て
現
行
に
お
い
て
の
執

行
は
尚
早
で
あ
る
。

反
　
対
　
討
　
論

加
藤
木　

直　

議
員

　

待
ち
に
待
っ
た
道
の
駅
、
早

く
建
設
を
と
願
う
気
持
ち
は
住

民
と
と
も
に
変
わ
り
な
い
。
住

民
が
安
全
か
つ
安
心
に
利
用
で

き
、
町
民
に
喜
ば
れ
る
道
の
駅

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
町
の
重
要
な
施
設

に
１
社
で
関
わ
る
こ
と
は
、
町

内
の
業
者
育
成
の
点
か
ら
見
て

も
問
題
だ
。
入
札
で
も
、
予
定

価
格
よ
り
低
い
低
入
札
価
格
で

落
札
し
た
場
合
、
要
綱
ど
お
り

行
っ
て
い
れ
ば
、
数
日
か
け
て

調
査
審
議
す
る
も
の
だ
が
、
開

札
当
日
に
町
長
の
手
元
に
わ
た

っ
て
い
る
。
正
規
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

造
成
工
事
で
は
ス
ロ
ー
プ
利

用
時
、
歩
行
者
側
の
壁
側
に
配

水
管
が
露
出
し
て
い
る
。
雨
の

日
な
ど
危
険
だ
。

反
　
対
　
討
　
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

造
成
工
事
現
場
を
観
た
65
歳

以
上
の
特
に
女
性
の
方
か
ら
、

安
全
面
で
の
危
険
性
・
不
安
視

す
る
多
く
の
声
を
戴
い
た
。

　

現
状
の
ま
ま
の
オ
ー
プ
ン
で

は
転
倒
や
接
触
事
故
を
含
む
交

通
事
故
、
最
悪
の
場
合
人
の
命

に
関
わ
る
事
案
が
発
生
す
る
。

天
候
次
第
で
リ
ス
ク
は
倍
増
。

自
治
体
が
つ
く
る
公
共
事
業
は
、

安
全
面
で
の
担
保
を
図
る
こ
と

が
基
本
で
当
然
の
義
務
。
何
も

対
策
を
講
じ
ず
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
。

　

も
う
一
度
再
考
し
て
、
30
年

後
も
誇
れ
る
道
の
駅
か
つ
ら
で

あ
っ
て
欲
し
い
。

反
　
対
　
討
　
論

金
長　

秀
範　

議
員

　

過
去
、
１
町
２
村
合
併
時
よ

り
、
１
億
円
を
超
え
た
物
件
は

地
元
企
業
と
の
企
業
体
が
通
常

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
単
独
事

業
だ
。
諸
納
税
、
雇
用
の
問
題
、

将
来
に
わ
た
っ
て
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
懸
念
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
盤
整
備
の
検
査
も

完
了
す
る
前
で
、
地
元
業
者
に

支
払
い
も
し
て
い
な
い
の
に
、

本
建
物
の
入
札
公
募
を
40
日
前

も
前
か
ら
行
う
の
は
理
解
で
き

な
い
。

　

町
長
は
町
内
業
者
は
高
い
か

ら
と
締
め
出
し
続
け
、
今
回
低

入
札
価
格
を
OK
し
て
、
入
り
込

め
な
い
様
と
ど
め
を
刺
そ
う
と

し
て
い
る
。
町
内
の
景
気
低
迷

を
良
く
知
っ
て
欲
し
い
。

反
　
対
　
討
　
論

猿
田　

正
純　

議
員
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議
案
第
40
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
の
目
的

令
和
７
年
度　

道
の
駅
か
つ
ら
移
転
事
業
建
築
工
事

契
約
の
金
額

１
６
億
７
９
８
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
け
や
き
台
３
丁
目
62
番
地
１

株
式
会
社
大
貫
工
務
店

第
５
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
５
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
５
回
臨
時
会
が
７
月
１
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

契
約
の
締
結

可
　
決

　

い
ず
れ
移
転
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
道
の
駅
の
新
築
工

事
に
、
反
対
す
る
議
員
は
１

人
も
居
な
い
。
た
だ
、
町
長

の
入
札
方
法
が
あ
ま
り
に
も

強
引
な
の
で
、
最
初
か
ら
一

貫
し
て
反
対
す
る
。

　

今
ま
で
１
億
を
超
え
る
入

札
の
案
件
は
、
町
内
業
者
を

含
む
JV
（
共
同
企
業
体
）
を

組
ん
で
き
た
が
、
今
回
は
町

外
業
者
１
社
単
独
に
し
た
。

　

町
内
業
者
の
締
め
出
し
を

し
て
、
町
の
経
済
を
益
々
冷

え
込
ま
せ
、
人
口
減
少
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。「
入
札
価

格
が
低
け
れ
ば
良
い
」
で
は

な
く
、
今
回
の
入
札
で
町
内

業
者
を
含
む
JV
を
組
む
の
で

あ
れ
ば
賛
成
す
る
。
町
を
疲

弊
さ
せ
る
な
。

猿
田　

正
純　

議
員

議
案
第
40
号
に
対
す
る

反 

対 

討 

論

　

前
回
、
否
決
さ
れ
た
事
、

率
直
に
残
念
で
あ
る
。

　

４
つ
の
団
体
か
ら
要
望
書

が
多
く
の
署
名
と
共
に
提
出

さ
れ
た
。
不
安
視
さ
れ
て
い

た
安
全
面
も
考
慮
さ
れ
た
。

　

近
隣
に
は
、
常
陸
大
宮
、

常
陸
太
田
、
笠
間
と
魅
力
的

な
道
の
駅
が
存
在
す
る
為
、

こ
の
ま
ま
で
は
淘
汰
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

新
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
大

き
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な

り
、地
域
の
活
性
化
と
な
る
。

桂
地
区
の
み
な
ら
ず
、
城
里

町
民
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も

完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
る
事

を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。

高
橋　

裕
子　

議
員

議
案
第
40
号
に
対
す
る

賛 

成 

討 

論

　

城
里
町
の
素
晴
ら
し
い
農

産
物
を
も
っ
と
町
内
の
直
売

所
で
販
売
し
、
よ
り
多
く
の

人
に
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
。
道
の
駅
が
新

築
さ
れ
る
こ
と
で
農
産
物
の

販
売
力
が
強
化
さ
れ
農
業
の

振
興
に
つ
な
が
る
。

　

道
の
駅
の
建
設
に
ス
ト
ッ

プ
が
か
か
れ
ば
約
８
億
円
の

国
の
補
助
金
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
新
築
は
不
可
能
と
な
り

誰
に
と
っ
て
も
損
失
を
も
た

ら
す
。

　

道
の
駅
が
県
央
地
区
を
代

表
す
る
観
光
地
と
な
る
こ
と

を
私
は
確
信
し
て
い
る
。
町

民
の
期
待
に
沿
う
よ
う
、
良

識
あ
る
議
員
の
賛
同
を
お
願

い
す
る
。

綿
引　

静
男　

議
員

議
案
第
40
号
に
対
す
る

賛 

成 

討 

論

　

第
４
回
臨
時
会
で
否
決
と
な
っ
た
議
案
第
38
号
（
６
ペ
ー
ジ
参

照
）
か
ら
、
議
案
の
内
容
を
変
更
せ
ず
に
、
再
度
上
程
さ
れ
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
経
緯
は
、
９
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
会
期
（
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
期
間
）
が
変
わ
れ
ば
、
否
決
さ

れ
た
議
案
で
あ
っ
て
も
再
度
、
上
程
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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可決の経緯
議案第40号（議案第38号）　工事請負契約の締結について

　令和７年度　道の駅かつら移転事業建築工事

第４回臨時会（令和７年６月17日）

議案第38号

　工事請負契約の締結について（令和７年度　道の駅かつら移転事業建築工事）

否　決
 　　

賛成　６　　反対　７
・町自慢の特産品を活かした販売、ブランディング戦略が全く見えてこない。

・町の重要な施設に１社で関わるのは、業者育成の点から見ても問題だ。

・安全面での危険性、不安視する声が多い。

・造成工事の完了検査の前に入札を行うのは理解できない。

議会全員協議会（令和７年６月27日）

執行部から「道の駅かつら移転建築工事」について改善策の提案

主な説明内容
・お客様アンケートを実施し、その結果からフェンスの高さを1.1メートルから1.3メートルに変更。

・歩道に接する駐車スペースにアーチ型車止めを追加、階段とスロープ部に手すりカバーを設置。

・歩道の追加及び拡幅、横断歩道の追加。

・路面標示（矢印、外側線、停止線、徐行）を追加し、敷地内を一方通行に変更。

・出入り口通路の幅員を８メートル確保し、白線で出入りを分離。

第５回臨時会（令和７年７月１日）

議案第40号

　工事請負契約の締結について（令和７年度　道の駅かつら移転事業建築工事）

賛成　８　　反対　５ 可 決
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審議した議案と各議員の賛否

傍聴者報告
第３回臨時会
令和７年５月15日

　　合計４人　

第５回臨時会
令和７年７月１日

　 合計16人

第４回臨時会
令和７年６月17日

　 合計14人

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

関　

誠
一
郎

阿
久
津
則
男

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

三
村　

孝
信

第３回臨時会（５月15日）

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第30号 工事請負契約の締結について 8 5 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ×

議案第31号 物品購入契約の締結について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回定例会（６月３日～10日）

承認第２号
専決処分第２号（城里町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）の
承認を求めることについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第３号
専決処分第３号（城里町税条例の一
部を改正する条例）の承認を求める
ことについて

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号
城里町職員の勤務時間，休暇等に関
する条例の一部を改正する条例につ
いて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号
城里町特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 城里町税条例の一部を改正する条例
について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号
城里町認定こども園の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例
について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 工事変更請負契約の締結について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 令和７年度城里町一般会計補正予算
（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第５号
城里町職員の給与に関する規則を見
直し管理職手当の不公平を是正する
決議

8 4 × ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

発議第６号 城里町長に対する辞職勧告決議 5 8 × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × ○

第４回臨時会（６月17日）
議案第38号 工事請負契約の締結について 6 7 ○ × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ×

議案第39号 令和７年度城里町一般会計補正予算
（第２号）について 12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第５回臨時会（７月１日）
議案第40号 工事請負契約の締結について 8 5 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ×

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、－は欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席
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町
政
を
問
う

一般質問
金　長　秀　範　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．小中学校の統合について
２．水戸桜ノ牧高校常北校について
３．桂町民センターについて

綿　引　静　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
１．道の駅かつらの建替え工事について
２．指定管理者（ホロルの湯）の公募について
３．城里町誕生20周年記念事業について

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
１．水道水PFASについて
２．国保税軽減について
３．町内の福祉施設に対する支援・協力について

飯　村　　　栄　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
１．奨学金の肩代わりについて
２．空き家、古家に接する農地の売買、利用について
３．物産センター山桜、道の駅かつら、ホロルの湯の今後
の運営について

関　　　誠一郎　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
１．道の駅かつらの進捗状況について
２．沢山診療所歯科医師について

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
１．健全な職場環境について
２．開発公社全般について

阿久津　則　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
１．新・道の駅かつらの運営方法等について
２．町施設で使用されていない施設について

今回７名が質問し、今回７名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。
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水
戸
桜
ノ
牧
高
校
常
北
校
に
つ
い
て

《
町
長
》
給
食
費
の
値
下
げ
や
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る

金
か ね

長
な が

　秀
ひ で

範
の り

　議員

《町長》	アンケート調査を速やかに実施する

小中学校の統合について

こちらから
動画が視聴できます

金
長　

沢
山
小
・
桂
小

の
体
育
館
改
修
費
及
び
桂

小
学
童
建
設
費
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て

の
考
え
・
こ
れ
ま
で
の
方

針
を
変
え
た
も
の
だ
と
推

測
す
る
。
説
明
を
願
う
。

町
長　

桂
地
区
に
つ
い

て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
正
式
な

住
民
の
意
向
調
査
を
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
る
と
感

じ
る
。
速
や
か
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
い
。

教
育
長　

昨
年
12
月
の
答

弁
同
様
、
桂
地
区
に
転
居

者
、
転
入
者
、
子
育
て
世

代
が
増
え
る
よ
う
な
政
策

を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ

と
が
先
で
、
今
現
在
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な

い
。

金
長　

こ
こ
ま
で
主
張

が
違
い
、
こ
の
議
場
に
お

い
て
統
一
見
解
に
な
ら
な

い
な
ん
て
、
町
と
し
て
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
。
今

後
の
方
針
・
見
解
を
再
度

伺
う
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
速
や
か
に
実
施
す
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
再

度
協
議
を
行
う
。
実
施
し

な
い
の
で
あ
れ
ば
教
育
委

員
会
の
人
事
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

金
長　

町
長
と
教
育
長

と
の
関
係
・
町
の
運
営
自

体
大
丈
夫
な
の
か
、
健
全

に
機
能
し
て
い
る
の
か
、

危
機
的
な
感
じ
を
受
け

る
。
も
う
一
度
整
理
し
９

月
の
定
例
議
会
で
再
度
質

問
し
た
い
。

※
波
線
部
分
に
つ
い
て

は
、
翌
日
の
議
会
で
町
長

よ
り
不
適
切
な
発
言
だ
っ

た
と
し
て
謝
罪
と
発
言
の

取
消
し
が
あ
り
ま
し
た
。

金
長　

今
年
の
入
学
生

は
た
っ
た
７
名
。
町
内
唯

一
の
県
立
高
校
を
存
続
・

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を

実
施
し
、
更
な
る
町
の
支

援
が
様
々
な
角
度
で
必
要

で
は
。

町
長　

第
一
に
給
食
費

を
現
在
の
２
９
０
円
か
ら

２
０
０
円
に
値
下
げ
。
第

二
に
町
外
の
中
学
校
三
年

生
に
対
し
て
、
PR
チ
ラ
シ

を
年
３
・
４
回
配
布
す
る
。

金
長　

給
食
は
量
や
も

う
一
品
増
や
す
な
ど
検

討
。
普
通
科
で
も
農
業
・

畜
産
・
園
芸
な
ど
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
携
推

進
。
平
塚
潤
さ
ん
に
よ
る

走
り
方
教
室
や
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
の
OB
等
に
よ

る
指
導
。

　
地
元
企
業
と
の
就
職
見

学
会
開
催
。
地
元
枠
・
常

北
高
枠
で
の
役
場
雇
用
。

DX
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
校
※
な

▲桂小学校（孫根）

その他、次の質問がありました
・桂町民センターについて

ら
で
は
の
新
PR
広
報
活

動
。
他
、
岩
手
県
の
西
和

賀
高
の
成
功
事
例
を
紹
介

す
る
。

町
長　

大
変
有
意
義
な

提
案
も
頂
い
た
。
長
期
的

な
支
援
も
今
後
考
え
て
ゆ

き
た
い
。

金
長　

桂
中
一
年
の
槙

野
希
さ
ん
の
青
少
年
の
主

張
の
如
く
、
町
が
変
わ
っ

て
ゆ
く
こ
と
、
町
の
総
合

的
な
魅
力
を
高
め
る
こ
と

も
、
水
戸
桜
ノ
牧
常
北
高

の
入
学
者
数
増
へ
の
要
因

の
一
つ
に
な
る
と
信
じ

て
、切
に
お
願
い
し
た
い
。

▶
水
戸
桜
ノ
牧
高
校
常
北
校

　
（
春
園
）

※DXハイスクール校とは？
　情報、数学等の教育を重視するカリキュラム
を実施し、ICTを活用した文理横断的な探求的
な学びを強化する学校
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こちらから
動画が視聴できます

綿
わ た

引
ひ き

　静
し ず

男
お

　議員

道の駅かつらの建替え工事
について

《町長》造成工事は終了、
　建築工事は１回で落札された

綿
引　

道
の
駅
か
つ
ら

の
造
成
工
事
の
進
捗
状

況
、
内
容
や
品
質
、
及
び

工
事
費
は
。

町
長　

造
成
工
事
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
施
工
品

質
は
丁
寧
な
作
業
が
行
わ

れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
那
珂

川
の
洪
水
対
策
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
発
生
土

の
無
料
提
供
が
あ
り
工
事

費
が
減
額
に
な
っ
た
が
、

仮
設
費
用
が
増
額
と
な
り

最
終
的
に
２
３
１
万
円
の

増
額
変
更
契
約
を
議
会
に

提
案
し
て
い
る
。

綿
引　

建
築
工
事
の
入

札
が
不
調
と
な
る
報
道
が

綿
引　

事
業
費
用
は
。

町
長　

記
念
式
典
の
費

用
と
し
て
約
２
８
０
万

円
、
新
聞
広
告
費
な
ど
を

含
め
た
事
業
費
用
全
体
で

は
約
４
１
３
万
円
が
一
般

会
計
か
ら
支
出
さ
れ
た
。

綿
引　

今
年
度
も
記
念

事
業
を
行
う
の
か
。ま
た
、

記
念
事
業
の
成
果
を
今
後

な
る
。
課
題
と
し
て
30

年
に
１
度
の
大
規
模
改

修
工
事
を
行
い
な
が
ら

の
営
業
に
な
る
た
め
、

各
方
面
に
迷
惑
を
か
け

ぬ
よ
う
指
定
管
理
者
と

の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る
。

綿
引　

ホ
ロ
ル
の
湯

が
次
の
30
年
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

綿
引　

今
年
度
か
ら
大

規
模
改
修
に
入
る
ホ
ロ
ル

の
湯
の
今
後
の
５
年
間
の

指
定
管
理
者
選
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
改
修
工
事

が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
る

運
営
や
営
業
の
課
題
へ
の

対
応
策
は
。

町
長　

第
１
回
の
指
定

管
理
者
選
考
委
員
会
を
７

月
か
８
月
に
行
い
、
そ
の

後
の
申
請
や
審
査
を
経
て

12
月
の
議
会
で
承
認
を
お

願
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
の
か
。

町
長　

９
月
に
県
警
音

楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
る
。
20
周
年
記
念

城
里
町
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

《
町
長
》
し
ろ
さ
と
大
使
の
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

多
い
が
、
道
の
駅
か
つ
ら

の
入
札
が
１
回
で
成
立
し

た
要
因
は
。

町
長　

不
調
に
よ
り
増

額
補
正
と
な
り
か
ね
な
い

JV
工
事
で
は
な
く
、
単
独

工
事
と
し
て
入
札
を
行
っ

た
た
め
だ
。

綿
引　

町
内
に
は
建

築
・
土
木
に
関
わ
る
中
小

企
業
が
多
く
あ
る
。
地
元

企
業
活
用
の
申
し
入
れ
は

は
し
な
い
の
か
。

町
長　

公
共
事
業
は
地

元
業
者
の
仕
事
に
つ
な
が

る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
元

の
中
小
事
業
者
の
下
請
け

活
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
申
し
入
れ
た
い
。

指
定
管
理
者
（
ホ
ロ
ル
の
湯
）
の
公
募
に
つ
い
て

《
町
長
》
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
な
が
ら
の
営
業
に
な
る
た
め
、

　
　
　

指
定
管
理
者
と
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る

▲ホロルの湯 外観

表
彰
と
し
て
例
年
よ
り
多

く
の
個
人
や
団
体
に
表
彰

を
行
い
た
い
。

　

し
ろ
さ
と
大
使
の
皆
さ

ん
に
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
協
力
を
い
た
だ
き
、

町
を
活
性
化
す
る
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

綿
引　

城
里
町
誕
生
30

周
年
も
町
民
が
そ
ろ
っ
て

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
町
長
に
は
堅

実
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
よ
う
要
望
す
る
。
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藤
ふ じ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《上下水道課長》	環境省の基準値以下である

P
ピーファス

FASが浄水場から検出されている
汚染発生源の調査と公表を求める

こちらから
動画が視聴できます

藤
咲　

町
民
が
飲
用
す

る
水
道
水
の
中
に
、
発
が

ん
性
の
あ
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
町
民
は
毎
日
飲
用
水

と
し
て
体
内
に
摂
取
し
て

い
る
。
安
全
で
安
心
な
水

道
水
を
供
給
す
る
の
は
町

の
基
本
的
な
役
割
だ
。
汚

染
の
発
生
源
を
特
定
し
た

調
査
と
わ
か
り
や
す
い
公

表
を
求
め
る
。

上
下
水
道
課
長　

環
境
省

の
基
準
は
、
50

／
Ｌ
で

設
定
さ
れ
て
い
る
。
当
町

は
最
大
値
４

／
Ｌ
な
の

で
汚
染
が
な
い
と
確
認
し

て
い
る
。

藤
咲　

50

／
Ｌ
は
暫

定
値
だ
。
４

／
Ｌ
で
大

丈
夫
と
は
思
わ
な
い
。
胎

児
発
育
不
全
や
、
低
出
生

体
重
児
の
影
響
が
出
て
か

ら
で
は
だ
め
だ
。
発
生
源

を
調
査
し
て
ほ
し
い
。

藤
咲　

地
方
自
治
法
で

は
「
地
方
公
共
団
体
は
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」

と
あ
る
。
高
齢
者
福
祉
や

障
害
者
福
祉
な
ど
自
治
体

が
運
営
す
る
よ
う
な
施
設

を
個
人
が
主
導
し
て
運
営

し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
施
設
に
対

す
る
支
援
・
協
力
を
尽
く

す
よ
う
要
望
す
る
。

健
康
福
祉
課
長　

ど
う
い

う
支
援
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

藤
咲　
国
保
の
被
保
険

者
の
多
く
は
、
町
民
一
人

当
た
り
の
平
均
所
得
よ
り

下
方
に
あ
る
。
県
内
44
市

町
村
中
42
番
目
だ
。
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

43
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
一
人
当
た
り
の
基

金
保
有
額
が
県
内
ト
ッ
プ

を
記
録
し
て
い
る
。
町
民

は
高
い
国
保
税
を
払
っ
て

あ
え
い
で
い
る
の
に
、
使

え
る
と
こ
ろ
に
使
わ
ず
た

め
こ
ん
で
き
た
。
補
正
を

組
ん
で
で
も
９
億
円
の
基

金
を
活
用
し
、
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
均
等
割
り
の
減

免
に
踏
切
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

国
保
年
金
課
長　

令
和
８

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
均
等
割
り
額

が
全
額
減
免
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

国
保
税
均
等
割
り
の
軽
減
を
求
め
る

《
国
保
年
金
課
長
》

　

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

町
内
の
福
祉
施
設
に
支
援
・
協
力
を
求
め
る

《
健
康
福
祉
課
長
》
検
討
し
て
い
く

上
下
水
道
課
長　

那
珂
川

公
共
用
水
域
と
し
て
、
原

水
を
利
用
し
て
お
り
、
企

業
局
で
も
検
査
結
果
を
公

表
し
て
い
る
。

藤
咲　
水
俣
病
や
、
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
の
よ
う
な

状
況
に
な
ら
な
い
た
め
、

早
め
の
対
応
を
求
め
る
。
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こちらから
動画が視聴できます

飯
い い  む ら

村　　栄
さかえ

　議員

奨学金の肩代わりについて

《町長》	不公平感がないよう、よく
検討したい

飯
村　

親
の
所
得
が
伸

び
な
い
一
方
で
、
大
学
進

学
率
が
高
ま
っ
て
い
る
た

め
、
奨
学
金
を
借
り
て
大

学
に
通
う
学
生
も
増
え
て

い
る
。
大
学
学
部
生
の
55

％
が
何
ら
か
の
奨
学
金
を

受
給
し
、
平
均
借
入
額
は

３
０
０
万
円
を
超
え
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
返
済
の

負
担
が
重
い
と
感
じ
て
い

る
そ
う
だ
。
一
方
、
東
京

の
大
学
に
進
学
す
る
若
者

が
増
え
る
ほ
ど
、
地
方
の

過
疎
化
が
進
ん
で
し
ま
う

と
い
う
よ
う
な
問
題
も
発

生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
全
国
各
地
の
自

治
体
が
地
元
に
戻
っ
て
き

て
就
職
し
た
若
者
に
対
し

て
、
奨
学
金
を
肩
代
わ
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
週
末
に

趣
味
で
農
業
を
行
う
と
い

う
事
も
可
能
に
な
っ
た
。

飯
村　

人
口
減
少
に
伴

い
、
城
里
町
に
お
い
て
も

空
き
家
が
増
え
て
い
る
。

特
に
農
村
部
に
お
い
て
、

小
規
模
農
家
に
跡
継
ぎ
が

な
く
、
空
き
家
と
小
規
模

農
地
が
残
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
よ
う
な
事
例
が
発

生
し
て
い
る
。
移
住
者
が

住
宅
と
農
地
の
取
得
を
希

望
し
た
時
に
、
農
家
で
は

な
い
の
で
農
地
を
買
え
な

い
と
い
う
事
に
な
る
と
、

宅
地
だ
け
が
売
買
さ
れ
、

接
道
の
状
況
に
よ
っ
て
は

農
地
に
立
ち
入
れ
な
い
状

況
に
な
る
の
で
は
。

　
こ
の
よ
う
な
農
村
部
の

宅
地
及
び
農
地
の
売
買
利

用
問
題
に
つ
い
て
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お

持
ち
か
。

町
長　

か
つ
て
農
地
法

に
よ
り
農
地
取
得
に
は

面
積
要
件
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
城
里
町
で
は
、

４
，
０
０
０
㎡
以
下
の
取

得
は
制
限
さ
れ
て
い
て
、

小
規
模
農
地
と
宅
地
の
農

地
部
分
が
取
得
で
き
な
い

事
が
多
々
あ
っ
た
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に

法
令
が
改
正
さ
れ
、
こ
の

下
限
面
積
が
撤
廃
さ
れ
、

家
屋
に
接
す
る
農
地
の
売
買
、
利
用
に
つ
い
て

《
町
長
》
法
令
が
改
正
さ
れ
、
取
得
が
可
能
に
な
っ
た

を
す
る
制
度
を
導
入
し
て

い
る
。
城
里
町
に
お
い
て

も
、
大
学
卒
業
後
に
町
に

定
住
し
、
町
内
企
業
に
勤

務
し
て
い
る
若
者
に
対
し

て
、
返
済
の
肩
代
わ
り
、

補
助
金
の
支
給
な
ど
の
政

策
を
子
育
て
支
援
、
定
住

支
援
と
し
て
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

町
長　

以
前
は
、
城
里

町
内
に
お
い
て
も
、
看
護

師
に
な
る
た
め
に
看
護
専

門
学
校
を
卒
業
し
、
地
元

の
病
院
に
就
職
し
た
場

合
、
学
費
を
支
援
す
る
制

度
を
も
つ
病
院
が
あ
っ

た
。

　

奨
学
金
の
返
済
支
援
に

つ
い
て
実
施
に
向
け
て
検

討
し
た
い
が
、
大
学
卒
業

者
だ
け
奨
学
金
を
借
り
た

者
だ
け
支
援
す
る
の
は
不

公
平
感
も
あ
る
の
で
、
卒

業
後
、
町
内
居
住
、
就
職

し
た
者
に
就
職
時
、
又
は

一
定
期
間
勤
務
し
た
時
、

奨
励
金
を
支
給
す
る
形
に

し
て
は
と
考
え
る
。

そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

・
物
産
セ
ン
タ
ー
山
桜
、
道
の
駅
か
つ
ら
、
ホ
ロ

ル
の
湯
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

▲農地と接する民家
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関
せ き

　誠
せ い い ち ろ う

一郎　議員

《道の駅整備室長補佐》	
問題なく工事を終えている

道の駅かつらの進捗状況
について

こちらから
動画が視聴できます

関
　

道
の
駅
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

道
の
駅
整
備
室
長
補
佐　

令
和

６
年
８
月
に
契
約
し
、
問

題
な
く
工
事
を
終
え
て
い

る
。
ま
た
、
請
負
金
額

２
３
１
万
円
の
増
額
に
つ

い
て
も
手
続
き
を
速
や
か

に
進
め
て
行
く
。

関
　

８
月
に
契
約
後

10
月
に
町
長
が
勝
手
に
国

交
省
か
ら
土
を
貰
っ
て
来

た
が
、
地
耐
力
ゼ
ロ
で
盛

土
に
合
わ
な
く
、
請
負
っ

た
業
者
が
拒
否
を
申
し
出

た
が
国
が
応
じ
ず
造
成
が

完
成
し
た
が
大
丈
夫
か
。

町
長　

盛
土
試
験
も
行

い
品
質
上
問
題
無
し
の
証

明
が
さ
れ
て
い
る
。

関
　

請
負
金
額

２
３
１
万
円
の
増
額
に
つ

い
て
町
長
は
一
銭
も
支
払

い
は
し
な
い
と
業
者
と
対

立
。
こ
の
問
題
で
道
の
駅

整
備
室
長
が
体
調
不
良
に

な
り
、
未
だ
に
登
庁
出
来

な
い
状
態
だ
が
、
町
長
単

独
で
行
動
し
、
成
功
す
れ

ば
私
の
手
柄
、
失
敗
す
れ

ば
職
員
の
責
任
、
町
長
の

独
裁
で
あ
る
。

関
　

建
物
の
入
札
状

況
に
つ
い
て
。

財
務
課
長　

入
札
に
関

し
て
仮
契
約
前
の
た
め
差

し
控
え
る
。

関
　

今
年
度
沢
山
診

療
所
歯
科
医
師
募
集
に
つ

い
て
、
町
長
が
医
師
と
面

会
し
条
例
を
改
正
し
て
水

戸
駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン

を
借
り
て
、
礼
金
・
敷

金
１
０
０
万
円
、
家
賃

２
０
０
万
円
を
支
払
う
と

医
師
に
告
げ
、
公
務
員
と

し
て
あ
り
得
な
い
条
件
を

沢
山
診
療
所
歯
科
医
師
募
集
に
つ
い
て

▲新・道の駅「かつら」造成工事完了後の写真

提
示
し
た
が
、
議
会
で
否

決
さ
れ
成
立
し
な
か
っ

た
。

　
町
長
に
し
っ
か
り
と
意

見
を
言
え
る
執
行
部
で
あ

関
　

こ
れ
は
秘

密
情
報
の
た
め
分
か

る
が
、
こ
の
入
札
結

果
が
未
定
中
に
、
町

長
が
こ
の
業
者
で
落

札
が
決
ま
っ
た
の
で

臨
時
議
会
で
は
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
と

の
事
。
こ
れ
は
秘
密

情
報
漏
え
い
で
あ

る
。
課
長
の
認
識
を

伺
う
。

財
務
課
長　

私
は
、

報
告
し
て
い
い
と
認

識
し
て
い
る
。

っ
て
欲
し
い
。

　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
町

民
の
た
め
に
働
く
と
い
う

基
本
理
念
を
持
っ
て
職
務

に
従
事
し
て
欲
し
い
。
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動画が視聴できます

加
か

藤
と う

木
ぎ

　　直
ただし

　議員

健全な職場環境について

《町長》	内部通報制度の整備に向けて
	 検討する

加
藤
木　

職
員
が
健
全
な

環
境
で
働
く
と
言
う
事

は
、
町
民
の
安
心
と
信
頼

を
支
え
る
行
政
運
営
に
必

要
な
事
だ
。
組
織
内
部
の

問
題
な
ど
を
早
期
に
是
正

す
る
内
部
通
報
制
度
な
ど

の
整
備
は
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

総
務
課
長　

現
在
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。

加
藤
木　

こ
の
よ
う
な
環

境
下
で
は
、
職
員
が
心
身

の
不
調
や
離
職
に
つ
な
が

っ
て
い
く
危
険
性
が
あ

る
。
制
度
整
備
の
考
え
は

あ
る
の
か
伺
う
。

町
長　

整
備
に
向
け
て

検
討
し
て
参
る
。

庁
内
文
化
に
つ
い
て

加
藤
木　

庁
内
文
化
は
、

そ
の
組
織
の
良
し
悪
し
を

左
右
す
る
重
要
な
要
素

だ
。
よ
く
職
員
は
、「
町

長
に
聞
い
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
と
言
う
」
聞
い

て
み
る
と
町
長
は
「
あ
な

た
方
は
、
言
わ
れ
た
こ
と

を
し
て
下
さ
い
。
考
え
る

の
は
私
で
す
か
ら
」
と
複

数
聞
い
て
い
る
が
ど
の
よ

う
な
認
識
を
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長　

そ
の
様
な
発
言

は
一
切
し
て
い
な
い
。
職

員
に
は
積
極
的
な
提
案
を

し
て
ほ
し
い
と
常
々
望
ん

で
い
る
。
訓
示
の
機
会
が

あ
れ
ば
し
っ
か
り
と
伝
え

た
い
。

加
藤
木　

多
数
聞
こ
え
て

く
る
が
そ
れ
は
嘘
だ
っ
た

の
か
。
町
は
、
職
員
の
自

主
性
や
提
案
力
を
尊
重
す

る
職
場
づ
く
り
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
ど
の
様
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

町
長　

各
種
研
修
を
総

務
課
に
お
い
て
行
っ
て
い

る
。

職
員
の
面
談
に
つ
い
て

加
藤
木　

町
長
は
、
毎
年

職
員
一
人
一
人
と
１
対
１

で
面
談
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
女
性
職
員
か
ら
心

理
的
負
担
、
不
快
感
を
訴

え
る
声
が
あ
る
。
第
三
者

の
同
席
や
希
望
者
の
み
な

ど
と
見
直
す
考
え
は
な
い

の
か
伺
う
。

町
長　

10
分
位
な
の
で

負
担
は
な
い
と
思
う
が
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。

加
藤
木　

再
考
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長
が
開
発
公
社
の
理
事

長
を
務
め
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て

加
藤
木　

自
ら
が
経
営
す

る
組
織
に
自
ら
が
予
算
を

配
分
す
る
と
い
う
利
益
相

反
の
構
造
で
あ
り
第
三
者

の
チ
ェ
ッ
ク
が
働
か
な
い

極
め
て
不
健
全
な
運
営

だ
。
合
理
的
な
理
由
は
。

町
長　

理
事
長
は
理
事

の
中
か
ら
選
ぶ
。
現
在
無

報
酬
で
あ
り
経
営
責
任
も

あ
り
引
き
受
け
る
方
も
い

な
い
。

加
藤
木　

公
金
を
使
い
自

ら
の
組
織
の
赤
字
を
補
填

し
続
け
る
こ
と
は
容
認
で

き
な
い
。
即
時
辞
任
と
透

明
性
の
回
復
を
求
め
る
。

そ
の
他
、
議
事
録
の
開
示

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

開
発
公
社
に
つ
い
て

《
町
長
》
理
事
長
は
引
き
受
け
る
方
が
い
な
い

城里町開発公社とは？

　城里町が100％出資する一般財団法人です。

代表理事を町長が務めています。

　指定管理者制度※により、以下の施設を運営・

管理しています。

・城里町健康増進施設　ホロルの湯

・城里町総合野外活動センター　ふれあいの里

・城里町総合野外活動センター　うぐいすの里

・七会町民センター　グラウンド、

　　　　　　　　　　バーベキュー場

※指定管理者制度：自治体に代わり、公の施設

の管理運営を民間団体などが行う制度。
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阿
あ く つ

久津　則
の り お

男　議員

《町長》	那珂川の景色を見られる
　　　レストランを目玉にしたい

新・道の駅かつらの
運営方法等について

こちらから
動画が視聴できます

阿
久
津　

会
員
数
・
事
業

者
数
・
売
上
高
・
利
益
の

目
標
を
伺
う
。

町
長
　

会
員
数
は

２
０
０
名
以
上
、
事
業
者

は
現
状
の
53
社
前
後
と
考

え
て
い
る
。
従
業
員
も
募

集
を
考
え
て
い
る
。
売
上

高
は
６
億
４
，
０
０
０
万

円
を
目
標
に
し
、
利
益
は

１
，
０
０
０
万
円
と
し
た

い
。

阿
久
津　

人
口
減
少
で
の

運
営
対
策
は
。

町
長　

名
物
と
な
る
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
ス
イ
ー
ツ
を

考
え
那
珂
川
の
景
色
、
眺

望
を
見
な
が
ら
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
食
事
を
目
玉
に

し
た
い
。

阿
久
津　

利
用
者
の
マ
ナ

ー
違
反
対
策
は
。（
盗
難
・

長
時
間
の
駐
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
の
団
体
駐
車
な
ど
）

町
長　

盗
難
対
策
と
し

て
数
十
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
。
長
時
間
の

駐
車
対
策
は
指
定
管
理
者

阿
久
津　

今
後
、
跡
地
利

用
・
解
体
な
ど
を
考
え
て

い
る
施
設
は
。

財
務
課
長　

今
年
度
、

な
な
か
い
こ
ど
も
園
の
解

体
設
計
費
４
６
８
万
円
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
旧

粟
住
宅
で
２
回
公
募
し
売

却
を
進
め
る
も
応
募
者
が

な
く
価
格
の
見
直
し
、
更

に
解
体
し
更
地
で
売
却
も

検
討
す
る
。

阿
久
津　

旧
七
会
幼
稚
園

の
解
体
の
考
え
は
。

町
長　

旧
七
会
幼
稚
園

は
傷
み
が
激
し
い
の
で
解

体
に
向
け
検
討
す
る
。

町
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て

《
町
長
》
旧
七
会
幼
稚
園
の
解
体
に
向
け
検
討
す
る

阿
久
津　

解
体
に
設
計
費

を
予
算
化
す
る
理
由
は
。

財
務
課
長　

有
害
物
質

の
ア
ス
ベ
ス
ト
等
を
含
む

も
の
が
あ
り
調
査
設
計
費

が
必
要
と
な
る
。

阿
久
津　
役
所
の
木
造
の

施
設
な
ど
は
当
時
の
設
計

図
面
が
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
使
用
な
ど
詳
細
が
分

か
る
。
そ
の
図
面
を
仕
様

書
に
添
付
し
業
者
に
見
積

り
、
解
体
工
事
を
発
注
で

き
な
い
か
。

町
長　

解
体
の
設
計
が

不
要
な
ケ
ー
ス
は
解
体
設

計
を
し
な
い
で
解
体
工
事

を
発
注
す
る
努
力
を
す

る
。

と
調
整
を
踏
ま
え
迷
惑
駐

車
の
抑
止
を
目
的
と
し
た

啓
発
活
動
を
行
う
。

阿
久
津　

第
２
期
工
事
が

始
ま
る
と
入
口
が
１
ヶ
所

に
な
る
が
対
応
策
は
。

道
の
駅
整
備
室
長
補
佐　

迂
回

路
を
検
討
し
２
ヶ
所
の
入

口
確
保
に
県
と
調
整
、
要

望
し
て
い
く
。

阿
久
津　

道
の
駅
の
完
成

予
想
図
を
見
る
と
駐
車
場

ま
で
の
坂
道
が
フ
ェ
ン
ス

で
計
画
し
て
あ
る
が
、
安

全
性
を
考
え
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
で
き
な
い
か
。

町
長　

車
両
防
護
用
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
で
設
計
さ

れ
て
い
る
。

▲新「道の駅かつら」　完成イメージ図

▶
旧
七
会
幼
稚
園
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議会の動き

議 の き動会

日程など詳しいことは議会事務局または
ホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線 302）
　https：//www.town.shirosato.lg.jp 車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

傍聴される方は、本庁３階議場前で傍聴受付簿に必要事項を記入し、ご入場ください。
議場の傍聴席の定員は30名です。

次回の定例会は、令和７年９月９日からを予定しています。

議案提出時期の適正化を執行部に要望

城里町役場本庁舎の免震構造設備を見学

　令和７年５月19日に三村議長から
町執行部へ要望書を提出しました。
　城里町議会では、より円滑で充実し
た議会審議を行うため、町執行部に対
し、議案を３日前までに提出するよう
要望しました。
　これは、議案の提出が直前になるケ
ースが続いており、議会での十分な検
討が難しくなっていることを受けたも
のです。

　令和７年６月13日に議会議員７名が総務課長の説明を受けながら、役場庁舎の免震構
造設備を見学しました。災害に強い庁舎の機能を確認し、町民の命を守るまちづくりへの
意識を高めました。

▲左上から高橋議員、飯村議員、金長議員、綿引議員
　総務課長、阿久津議員、三村議長、加藤木副議長

▲地下設備の説明を受けている様子
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追跡調査・編集後記

　

住
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

紙
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
は

い
つ
も
変
わ
り
な
く
持
っ
て
い
ま

す
。
他
県
の
自
治
体
の
視
察
研
修

に
行
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
住
民
の

声
を
と
て
も
大
事
に
扱
っ
て
ペ
ー

ジ
を
割
い
て
載
せ
て
い
る
こ
と
で

す
。
住
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
意

見
や
情
報
の
共
有
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
や
高
齢
者
の
声
、

働
い
て
い
る
方
の
声
、
子
育
て
を

し
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
声
を
取
り
上
げ
て
い
く
の
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
住
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
議

会
だ
よ
り
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

藤　

咲　

芙
美
子　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

加
藤
木　
　
　

直

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　
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範

高　

橋　

裕　

子

令
和
７
年
８
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

全ての利用料金の無償化は難しい

子育て支援として
（令和５年９月）

２人目半額、３人目以降無償化

２人目以降、経済的負担を軽減している
自治体がある。
同様の制度を検討していきたい。

学童２人目以降の利用料金引き下げはで
きないか。

令和６年４月より、２人目の児童は半額、
３人目の児童は全額が免除になっている。
さらに、令和７年４月からは、１人目が
学童を利用していなくとも、小学校に在
籍していれば、同様に２人目以降は免除
になった。

補助金等を活用する

おひさま学童クラブ施設整備について
（令和４年10月）

令和５年12月竣工

合併後の城里町の成果として、町の財政
は健全になった。
国・県の補助金等も活用して予算を確保
することは出来る。

施設整備の予算は確保できるのか。

令和５年12月に建築工事が完了した。
現在は、44名の児童の受け入れをしてい
る。（令和７年３月現在）

追跡追跡


